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は
じ
め
に

令
和
2
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
9
月
の
就
任
以
来
、
私
は
教
育
再
生
、
科
学
技

術
・
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
に
お
い
て
は
、
人
生
百
年
時
代
や「
ソ
サ
エ

テ
ィ
5.0
」の
到
来
を
見
据
え
た
経
済
社
会
を
大
胆
に
構
想

す
る
中
で
、「
一
億
総
活
躍
」の
旗
を
更
に
高
く
掲
げ
、
日

本
を
誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
ふ
れ
る
国
へ
と
変
え
て
い
く

た
め
、
内
閣
一
丸
と
な
っ
て「
人
づ
く
り
革
命
」を
断
行

し
、「
生
産
性
革
命
」を
実
現
す
る
こ
と
を
最
大
の
使
命
と

し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
が
担
う
教
育
再
生
、
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
振
興
は
、「
人
づ

く
り
革
命
」や「
生
産
性
革
命
」に
お
い
て
中
核
を
担
う
も

の
で
す
。　

年
頭
に
当
た
り
、
国
民
各
位
の
期
待
に
応
え
る
文
部
科

学
行
政
の
推
進
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。

ま
ず
、
昨
年
の
台
風
第
15
号
及
び
第
19
号
等
に
よ
り
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と
も
よ
く
連
携
し
、
被
災
地
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
被
災
地
の
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。　

昨
年
末
策
定
さ
れ
た
新
た
な「
安
心
と
成
長
の
未
来
を

拓ひ
ら

く
総
合
経
済
対
策
」に
お
い
て
、
令
和
の
時
代
の
新
し
い

学
校
像
と
し
て
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
端
末

を
持
ち
、
I
C
T
を
十
分
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

整
備
の
ほ
か
、
台
風
第
19
号
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
災

害
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
復
旧
や
、
子
供
た
ち
の
教
育

機
会
確
保
、
防
災
機
能
強
化
や
高
等
専
門
学
校
の
高
度
化

を
含
め
た
学
校
施
設
・
設
備
の
整
備
、
首
里
城
跡
や
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
に
お
け
る
火
災
を
踏
ま
え
た
文
化
財
の

防
火
・
防
災
対
策
、
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
や
国
際

宇
宙
探
査
へ
の
参
画
に
伴
う
取
組
の
加
速
に
向
け
た
宇
宙
・

航
空
分
野
の
研
究
開
発
、
ラ
グ
ビ
ー
競
技
が
実
施
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
は
じ
め
、
盛
り
込
ま
れ
た
事
項
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

復
興
の
加
速
化

東
日
本
大
震
災
や
近
年
相
次
ぐ
災
害
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
文
部
科
学
大
臣
就
任
以
降
に
初
め
て
、
福
島
県
や
千

葉
県
南
部
を
訪
問
し
、
復
興
に
向
け
た
決
意
を
改
め
て
強

く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
就
学
支
援
、
児
童
生
徒
の
心
の
ケ

ア
、
学
習
や
学
校
再
開
へ
の
支
援
等
を
は
じ
め
、
復
興
を

支
え
る
教
育
・
人
材
育
成
、
大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る
地

域
再
生
へ
の
貢
献
、
学
校
施
設
や
文
化
財
の
復
旧
な
ど
、

被
災
者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
復
興
を
更
に
加
速
し
ま
す
。

廃
炉
に
関
す
る
研
究
開
発
や
人
材
育
成
、
原
子
力
損
害
賠

償
に
着
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
発
事
故
の
避

難
者
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
し
た
児
童
生
徒
に
対
す
る
い

じ
め
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
必
要
な
取

組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
2
年 

年
頭
の
所
感
文
部
科
学
大
臣
　
萩
生
田 

光
一
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教
育
再
生

教
育
再
生
は
、
安
倍
内
閣
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

す
。
教
育
再
生
実
行
会
議
の
こ
れ
ま
で
の
提
言
を
踏
ま

え
、
子
供
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
し
、
多
様
な
価
値
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
義
務
教
育
に
お
け
る
基
礎
・
基
本
の
習
得

の
上
に
、
子
供
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
多
様
性
の
あ
る
教

育
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
提
言
の
進
捗
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
全
面
的
な
無

償
化
措
置
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
上
で
、
今
般

の
無
償
化
措
置
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
の
、
地
域
や
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
施

設
等
と
し
て
自
治
体
が
認
め
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
場
合

に
国
に
お
い
て
も
併
せ
て
支
援
を
行
い
、
国
と
地
方
が
協

力
し
た
効
果
的
な
支
援
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
調
査
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
並
行
し
て
地
方
団

体
と
も
協
議
・
調
整
を
行
い
、
令
和
3
年
度
か
ら
の
新
た

な
支
援
策
の
実
施
を
目
指
し
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
提
供
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
年
収
5
9
0
万
円
未
満
世
帯
を

対
象
と
し
た
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実

現
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
等
の
奨
学
給
付
金
の
充
実
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O
E
C
D
）の「
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査（
P
I
S
A
）

の
調
査
結
果
」に
よ
れ
ば
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
及
び
科
学

的
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
引
き
続
き
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
が
、

読
解
力
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
課
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
と
し

て
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
4
月

か
ら
順
次
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な

実
施
な
ど
所
要
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
が「
働
き
方
改
革
」を
実
行
す
る
中
で
、
世

界
か
ら
も
評
価
の
高
い
我
が
国
の
学
校
教
育
を
持
続
可
能

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
師
が
子
供
た
ち
の
指

導
に
使
命
感
を
持
っ
て
よ
り
専
念
で
き
る
よ
う
、「
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
」を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は
特
効
薬
の
な
い
総
力
戦

で
あ
り
、
文
部
科
学
省
が
学
校
と
社
会
の
連
携
の
起
点
・

つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
割
を
前
面
に
立
っ
て
果
た
す
と
と
も

に
、
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
や
学
校
及
び
教
師
が
担
う
業

務
の
明
確
化
・
適
正
化
、
小
学
校
に
お
け
る
質
の
高
い
英

語
教
育
の
た
め
の
専
科
指
導
等
に
必
要
な
教
職
員
定
数
の

改
善
充
実
、
学
校
の
運
営
体
制
の
強
化
、
部
活
動
指
導
員

や
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や

外
部
人
材
の
配
置
拡
充
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
総
合
的
な
取
組
を
更
に
推
進
す
る
一
つ
の
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、
先
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
昨
年
1
月

に
策
定
し
た「
公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間
の
上
限
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
法
的
根
拠
の
あ
る「
教
育
職
員

の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る
指
針
」に
格
上
げ

す
る
と
と
も
に
、
休
日
の「
ま
と
め
取
り
」の
た
め
、
1
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
条
例
で
選
択
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
す
る
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
学
校

長
、
そ
し
て
現
場
の
先
生
方
と
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
、

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

各
地
方
公
共
団
体
で
同
じ
思
い
を
共
有
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
今
回
の

法
改
正
の
趣
旨
や
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
急
激
な
社
会
的
な
変
化
が
進
む

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
応
じ
た
教
育
課
程
や
教
職
員

配
置
、
教
師
の
養
成
・
採
用
・
研
修
や
教
員
免
許
制
度
等

の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
令
和
4
年
度
に
は
教
師

の
勤
務
実
態
状
況
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
教
師
に
関
す
る
勤
務
環
境
に
つ
い
て
、
給

特
法
な
ど
の
法
制
的
な
枠
組
み
を
含
め
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
初
等
中
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
域

と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進
、「
特
別
の
教
科
道
徳
」の

実
施
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
差
別
の
根
絶
な
ど
人

権
教
育
の
充
実
、
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
、
S
N
S

相
談
体
制
の
構
築
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
多
様
な
場
で

学
ぶ
子
供
へ
の
支
援
、
夜
間
中
学
の
設
置
促
進
・
充
実
、

家
庭
教
育
支
援
の
充
実
、
読
書
・
体
験
機
会
の
提
供
の
推

進
、
登
下
校
時
の
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
対
策
も
含
め
た

学
校
安
全
の
推
進
な
ど
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
の
取
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
等
を
回
避
す
る
た
め
の
取
組
、
ス
ク
ー
ル
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カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
配
置
拡
充
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

児
童
虐
待
に
よ
り
子
供
が
亡
く
な
る
こ
と
は
誠
に
痛
ま

し
く
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
厚
生
労
働
省
等
の

関
係
府
省
庁
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
重
点
配
置
な
ど
児
童
虐
待
の
防

止
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導

体
制
の
充
実
を
通
じ
た
学
力
保
障
へ
向
け
た
取
組
や
高
校

中
退
の
予
防
及
び
中
退
後
の
支
援
、
更
な
る
教
育
費
負
担

軽
減
な
ど
子
供
の
貧
困
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

今
後
更
に
加
速
し
て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
見
据
え
、

外
国
語
教
育
や
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
、
留
学

生
交
流
、
日
本
型
教
育
の
海
外
展
開
、
ユ
ネ
ス
コ
が
主
導

す
る
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
等
の
活
動
、
い
わ

ゆ
る「
E
S
D
」や
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、
外
国
人
児
童
生

徒
等
へ
の
教
育
の
充
実
、
大
学
等
に
お
け
る
留
学
生
へ
の

支
援
や
そ
の
在
籍
管
理
の
徹
底
等
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
文
部
科
学
省
が
初
め
て
行
っ
た

調
査
に
よ
り
判
明
し
た
義
務
教
育
段
階
の
外
国
人
の
子
供

た
ち
の
不
就
学
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
就
学
状
況
の
把
握

や
就
学
促
進
の
た
め
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
は
、
子
供
た
ち
の
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
り
、

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
な
ど
国
土
強
靱
化
の
観
点
か
ら

も
重
要
な
施
設
で
す
。
こ
の
た
め
、
非
構
造
部
材
を
含
め

た
早
期
の
耐
震
化
の
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
、
防
災
機
能
の
強
化
、

空
調
や
給
食
施
設
の
整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
対
策
等
を
推
進
し
ま
す
。

高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
、
真
に
支
援
が

必
要
な
低
所
得
者
世
帯
に
対
し
て
、
授
業
料
及
び
入
学
金

の
減
免
制
度
の
創
設
と
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
を
行
い
ま

す
。
新
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
必
要
な
準
備
を

加
速
さ
せ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
社
会
に
お

い
て
、「
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
」に
向
け
た
人
材
育
成
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
の
基
盤
と
な
る
大
学
等
の
改
革
が
急
務
で
す
。

高
等
教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

高
等
教
育
の
質
の
向
上
及
び
教
育
研
究
基
盤
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
意
欲
あ
る
若
者
の
高
等
教
育
機
関

へ
の
進
学
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高
等
教
育
・
研

究
機
関
の
取
組
や
成
果
に
応
じ
た「
手
厚
い
支
援
」と「
厳

格
な
評
価
」を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
教
育
」「
研
究
」

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」の
一
体
的
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
卒
業
者
が
大
学
等
で
修
得
し
た
知
識
技
能
を
社

会
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
育
の
質
の
保
証
と
情
報
公
表
、

多
様
で
柔
軟
な
教
育
体
制
の
構
築
、
多
様
な
学
生
の
受
入

れ
促
進
等
を
通
じ
て
、
教
育
の
質
を
向
上
し
て
ま
い
り
ま

す
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
に
拡
充
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ら
れ
る

機
会
の
確
保
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養
成
、
指
定
国
立
大
学
法
人
に
よ

る
国
際
競
争
力
の
強
化
、
地
方
創
生
を
担
う
人
材
育
成
、

専
門
職
大
学
等
の
充
実
、
専
修
学
校
等
に
お
け
る
教
育
の

充
実
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
た
め
に
も
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
や
施

設
整
備
費
補
助
金
、
私
学
助
成
な
ど
基
盤
的
経
費
を
安
定

的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
経
営
力
強
化
、
連
携
統
合
の

促
進
や
財
政
支
援
の
メ
リ
ハ
リ
化
を
通
じ
て
強
靱
な
大
学

へ
の
転
換
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
立
大
学
は
社
会
変
革
を
先
導
し
、
社
会
や
地
域
か
ら

支
え
ら
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
先
般
改
正

さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
法
や「
国
立
大
学
改
革
方
針
」の

方
向
性
を
踏
ま
え
、
国
立
大
学
の
改
革
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
高
等
専
門
学
校
は
、
創
設
以
来
約
60
年
に
わ
た

り
、
5
年
一
貫
の
実
践
的
技
術
者
育
成
を
行
っ
て
お
り
、

産
業
界
や
諸
外
国
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

高
等
専
門
学
校
の
機
能
の
高
度
化
、
日
本
型
高
等
専
門
学

校
の
海
外
展
開
と
国
際
化
の
一
体
的
推
進
、
技
術
者
教
育

の
基
盤
と
な
る
施
設
・
設
備
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。英

語
民
間
試
験
活
用
の
た
め
の「
大
学
入
試
英
語
成
績

提
供
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
状
況
や
居
住
し

て
い
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
安
心
し
て
試
験
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
配
慮
な
ど
の
準
備
状
況
が
十
分
で
は

な
い
た
め
、
来
年
度
か
ら
の
導
入
を
見
送
り
、
延
期
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
英
語
4
技
能
評
価
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
の
た
め
重
要
で
あ
り
、
令
和
6
年
度
実
施

の
大
学
入
試
に
向
け
て
、
私
の
下
に
新
た
に
検
討
会
議
を

設
置
し
、
今
後
1
年
を
目
途
に
結
論
を
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

令
和
3
年
1
月
実
施
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い

て
、
記
述
式
問
題
は
実
施
せ
ず
、
導
入
見
送
り
を
判
断
し

ま
し
た
が
、
初
等
中
等
教
育
を
通
じ
て
論
理
的
な
思
考
力

や
表
現
力
を
育
て
伸
ば
す
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
す
。
そ
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れ
ら
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
、
大
学
入
試
に
お
い
て
記
述

式
問
題
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

各
大
学
の
個
別
選
抜
に
お
い
て
記
述
式
問
題
の
活
用
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
文
部
科
学
省
と
し
て
、
各
大
学
に
対
し
て
そ
う
し
た

取
組
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
検

討
会
議
に
お
い
て
、
共
通
テ
ス
ト
や
各
大
学
の
個
別
選
抜

に
お
け
る
記
述
式
問
題
の
在
り
方
な
ど
大
学
入
試
に
お
け

る
記
述
式
の
充
実
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教

育
及
び
大
学
入
学
者
選
抜
を
一
体
的
に
改
革
す
る
高
大
接

続
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
大
学
入
学
者
選
抜
の

公
正
な
実
施
に
向
け
た
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

法
科
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
先
般
改
正
さ
れ
た
法
科
大

学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律

等
に
基
づ
き
、
法
務
省
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
法

科
大
学
院
教
育
の
改
善
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

障
害
者
が
一
生
を
通
じ
て
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
で
き

る
よ
う
、
福
祉
部
局
等
と
連
携
し
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
の
構
築
や
、
障
害
の
あ
る
子
供
の
自
立
と
社
会
参
加

に
向
け
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
障
害
者
の
生
涯
に
わ

た
る
多
様
な
学
習
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ら
の「
教
育
再
生
」に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
実

現
す
る
た
め
、
第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
施

策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、

教
育
投
資
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

我
が
国
が
将
来
に
わ
た
っ
て
成
長
と
繁
栄
を
遂
げ
る
た

め
の「
要
」は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
国
連

が
定
め
た
S
D
Gs
の
達
成
に
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
果
た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
は
国
際
社
会
の
共

通
認
識
で
す
。
諸
外
国
に
比
べ
研
究
力
が
相
対
的
に
低
下

傾
向
に
あ
る
現
状
を
一
刻
も
早
く
打
破
す
る
た
め
、「
研

究
力
向
上
改
革
2
0
1
9
」に
基
づ
き
、
研
究
人
材
、
研

究
資
金
、
研
究
環
境
の
改
革
を
大
学
改
革
と
一
体
的
に
進

め
、
絶
え
ず
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
続
け
る
社
会
の
実
現

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
を
担
う
文

部
科
学
省
と
し
て
、
第
5
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ

き
、「
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
国
」を
目
指

し
ま
す
。
基
本
計
画
で
掲
げ
る
政
府
研
究
開
発
投
資
目
標

の
達
成
に
向
け
、
科
学
技
術
予
算
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

昨
年
12
月
、
吉
野
彰
旭
化
成
株
式
会
社
名
誉
フ
ェ
ロ
ー

が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞

は
、
日
本
人
研
究
者
が
高
い
研
究
水
準
を
有
す
る
こ
と
を

改
め
て
世
界
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
長
き
に
わ

た
っ
て
国
を
挙
げ
て
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
に
至
る

ま
で
幅
広
い
科
学
技
術
・
学
術
政
策
を
強
力
に
推
進
し
て

き
た
成
果
の
賜た

ま

物も
の

で
あ
り
、
先
生
の
業
績
に
心
か
ら
の
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
の
研
究
力
の
向
上
に
む
け
て
は
、
優
秀
な
若
手

研
究
者
へ
の
ポ
ス
ト
の
重
点
化
や
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の

確
保
な
ど
の
研
究
人
材
改
革
、
若
手
研
究
者
へ
の
重
点
支

援
や
新
興
・
融
合
領
域
へ
の
取
組
強
化
な
ど
の
研
究
資
金

改
革
、
研
究
設
備
等
の
共
用
促
進
や
研
究
支
援
体
制
の
強

化
な
ど
の
研
究
環
境
改
革
を
総
合
的
に
進
め
ま
す
。

持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
は
、
そ
の
源
と
な

る
学
術
研
究
・
基
礎
研
究
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
科
研

費
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
こ
れ
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
や
女
性
研
究
者
の
支
援

等
に
取
り
組
み
ま
す
。
次
世
代
放
射
光
施
設
な
ど
物
質
科

学
等
を
支
え
る
最
先
端
の
研
究
基
盤
を
は
じ
め
と
す
る
大

型
研
究
施
設
等
の
整
備
・
共
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

光
・
量
子
技
術
等
の
新
た
な
価
値
創
造
の
コ
ア
と
な
る
分
野

の
研
究
開
発
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
特
定
国
立
研
究
開

発
法
人
を
は
じ
め
と
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
を
中
核
と

し
て
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
活
動
を
進
め
ま
す
。

人
材
・
知
識
・
資
金
の
好
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
、
大
学
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化
や
産
学
官
共
創

の
場
の
構
築
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
な

ど
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
を
進
め
る

と
と
も
に
、
優
れ
た
人
材
が
長
期
間
に
わ
た
り
集
中
し
て

研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
整
備
し
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
成
果
の
創
出
を
目
指
す「
創
発
的
研

究
」の
場
の
形
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
科
学
技

術
の
戦
略
的
な
国
際
展
開
を
図
り
ま
す
。

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
」の
到
来
を
見
据
え
、
人
工
知
能
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
研
究
開
発
・
活
用
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ「
富ふ

岳が
く

」の
開
発
な
ど
の
情
報
科
学
技
術
の
推

進
、
我
が
国
が
強
み
を
持
つ
再
生
医
療
や
感
染
症
等
の
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
等
の
研
究
開

発
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
震
・
津
波
・
火
山
・
豪
雨
等
の

防
災
・
減
災
に
関
す
る
研
究
開
発
、
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
研
究
開
発
、
I
T
E
R
計
画
、
B
A
活
動
等
の
核
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融
合
研
究
開
発
な
ど
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
度
に
初
号
機
打
ち
上
げ
を
目
指
す
H
3

ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
や
、
同
年
度
に
地
球
へ
の
帰
還
が
予
定
さ

れ
て
い
る「
は
や
ぶ
さ
2
」に
代
表
さ
れ
る
宇
宙
探
査
、
今

般
我
が
国
が
参
画
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
月
周
回
有
人
拠

点「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」を
含
む
国
際
宇
宙
探
査
の
推
進
な
ど
、

国
内
外
で
大
き
な
期
待
と
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
宇
宙
・

航
空
分
野
の
研
究
開
発
や
、
本
年
11
月
に
ア
ジ
ア
で
初
と

な
る
我
が
国
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
第
3
回
北
極

科
学
大
臣
会
合
の
実
施
な
ど
、
近
年
ま
す
ま
す
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
北
極
域
を
含
め
た
海
洋
・
極
域
に
関
す
る
研

究
開
発
、
原
子
力
に
関
す
る
研
究
開
発
な
ど
、
国
主
導
で

取
り
組
む
べ
き
基
幹
技
術
を
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
体
を
動
か
し
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
人

を
夢
中
に
さ
せ
感
動
さ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文

化
は
、
我
が
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
源
で
あ

り
、
世
界
に
誇
る
重
要
な
資
源
で
す
。

昨
年
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
我
が
国
で
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
で
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
は
も
と
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
改
め
て
実
感
す
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
成
功
に
向
け
た
取

組
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、
全
て
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を

「
す
る
」、「
み
る
」、「
さ
さ
え
る
」機
会
を
確
保
し
、「
ス
ポ
ー

ツ
立
国
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
国
際
競
技
力
向
上
や

ド
ー
ピ
ン
グ
対
策
な
ど
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
に
向
け
た
取
組
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

次
世
代
に
誇
れ
る
レ
ガ
シ
ー
を
創
出
す
る
視
点
で
、
ア
ス

リ
ー
ト
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
健
康
増
進
、
国
際
交
流
・
協
力
や
地
域
活
性
化
、
大

学
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
学
校
体
育
の
充
実
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
公
正
か
つ
適
切
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対
し
、
昨
年
策
定
し
た
ガ
バ
ナ

ン
ス
コ
ー
ド
の
遵
守
を
促
し
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
グ
リ

テ
ィ
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
芸
術
は
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

世
界
中
か
ら
注
目
が
集
ま
る
こ
の
機
に
、「
日
本
博
」を
は

じ
め
と
し
た「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
全
国
で
展
開
す
る
と

と
も
に
、
日
本
遺
産
等
の
様
々
な
文
化
資
源
の
活
用
や
文

化
観
光
拠
点
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
伝
統
文
化
か
ら
現
代

芸
術
ま
で
幅
広
い
文
化
に
よ
る
国
づ
く
り
を
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
推
進
し
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
世
界
に
積
極
的
に
発

信
し
ま
す
。

文
化
庁
の
京
都
へ
の
移
転
を
見
据
え
、
地
方
創
生
や
観

光
な
ど
の
関
連
分
野
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
文
化
行
政
を

総
合
的
に
推
進
し
、
文
化
に
よ
る
本
質
的
・
社
会
的
・
経

済
的
価
値
の
創
出
を
強
力
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
文
化

芸
術
基
本
法
に
基
づ
き
策
定
し
た
文
化
芸
術
推
進
基
本
計

画
や
文
化
経
済
戦
略
を
着
実
に
実
行
し
、「
文
化
芸
術
立

国
」の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
著
作
権
侵
害
の
被
害
拡
大
の

防
止
等
を
図
る
た
め
、
国
民
の
皆
様
の
声
を
丁
寧
に
伺
い

な
が
ら
、
法
整
備
を
行
う
た
め
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

終
わ
り
に

私
と
し
て
は
、「
令
和
」と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

改
め
て
、
国
家
百
年
の
計
に
立
っ
て
、
文
部
科
学
行
政
全

般
に
わ
た
り
、「
文
部
科
学
省
創
生
実
行
計
画
」に
基
づ
い

た
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
信
頼
の
回
復
に
努
め
つ
つ
、

「
人
づ
く
り
」を
は
じ
め
と
し
た
諸
課
題
の
解
決
に
着
実
に

取
り
組
む
考
え
で
す
。
引
き
続
き
関
係
各
位
の
御
指
導
、

御
鞭べ

ん

撻た
つ

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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萩
生
田 

光
一

�

文
部
科
学
大
臣

教
育
改
革
全
般
に
つ
い
て

今
年
4
月
か
ら
い
よ
い
よ
新
学
習
指
導
要
領
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
私
と
し
て
は
、
令
和
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
の
整
備
を
本
格
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
一
人
一

台
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
整
備
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
授
業

料
・
入
学
金
の
減
免
制
度
の
創
設
と
給
付
型
奨
学
金

の
拡
充
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
人
一
人
の
子

供
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
、
創
造
性
を
育
む
教
育
環

境
を
整
備
し
て
い
く
と
と
も
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
家

庭
の
経
済
事
情
に
関
係
な
く
、
子
供
た
ち
に
は
自
分

の
人
生
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い
く
、
そ
う
い
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
日
本
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

昨
年
末
、
国
会
で
法
律
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た
め
、
こ
の
法
案
の

改
正
だ
け
で
な
く
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
た
め
、
こ
の
法
案
の
改
正
だ
け
で
な
く
、
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
や
部
活
動
の
外
部
指
導
員

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
学
校
の
先

生
方
の
、
言
う
な
ら
ば
仕
事
量
を
圧
縮
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
圧
縮
す
る
と
い
っ
て
も
、
子
供
た
ち

と
向
き
合
う
時
間
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て
、
教
師
本

来
の
、
授
業
に
力
を
そ
そ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

し
っ
か
り
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

I
C
T
環
境
の
整
備

昨
年
末
、
子
供
た
ち
の
一
人
一
台
端
末
と
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
た
め
の
経
費
を
補

正
予
算
案
に
も
本
予
算
案
に
も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

特 集

文部科学省大臣官房総務課広報室

大臣、副大臣、大臣政務官に聞く

2020年文部科学省のここに注目

文部科学省の政務三役である、萩生田大臣、亀岡副大臣、上野副大臣、
佐々木大臣政務官、青山大臣政務官に国民の皆様に注目いただきたい
2020年の文部科学政策を聞きました。
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き
ま
し
た
。

未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め「
ハ
ー
ド
」「
ソ
フ
ト
」

「
人
材
」が
一
体
と
な
っ
た
教
育
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

大
学
入
試
改
革

大
学
入
試
改
革
に
関
し
て
は
、「
大
学
入
試
英
語

成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
延
期
と
と
も
に
、
来
年

（
令
和
3
年
）1
月
の
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
記
述

式
問
題
を
実
施
せ
ず
、
導
入
を
見
送
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
の
間
、
様
々
な
関
係
者
の
皆
様
に
は
御
迷
惑
を

か
け
た
こ
と
を
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
英
語
4
技
能
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
考
え
る
と
絶
対
に
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
下
で
検
討
会
議
を

つ
く
り
、
ど
う
い
う
か
た
ち
で
高
校
生
た
ち
が
こ
の
英

語
4
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
く
か
、
大
学
入
試
で
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
る
か
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
論

理
的
な
思
考
力
や
表
現
力
を
育
て
伸
ば
す
観
点
か
ら

も
、
こ
の
記
述
式
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
暮

れ
の
O
E
C
D
の
結
果
で
も
、
日
本
の
子
供
た
ち
が
、

読
解
力
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
評
価
が
あ
り
ま
し
た
。

記
述
式
を
ど
う
い
う
か
た
ち
で
入
試
に
入
れ
込
ん
で

い
く
か
、
こ
れ
も
し
っ
か
り
公
平
な
制
度
が
つ
く
れ
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
に
つ
い
て

先
月（
2
0
1
9
年
12
月
）、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
に（
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

さ
れ
た
）吉
野
彰
先
生
と
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
本
の
研
究
力
を
世
界
の
人
た
ち
が
高

く
評
価
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
吉
野
先
生
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
基
礎
研
究
や
若
手
研
究
者
の
支
援
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
者
や
研
究
が
枯
渇
し
て
い
く
心
配
を
し
て
い
ま

す
。
補
正
予
算
案
で
も
本
予
算
案
で
も
今
ま
で
と

違
っ
て
腰
を
据
え
て
若
い
人
た
ち
が
科
学
技
術
の
研

究
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
し
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
分
野
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
今
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
成
功
は
も
ち
ろ

ん
大
事
で
す
が
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
そ
の
後

の
レ
ガ
シ
ー
を
し
っ
か
り
国
民
に
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
更

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
と
、
年
末
の
調
査
で
も

小
学
生
た
ち
の
体
力
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
残
念
な

結
果
が
出
ま
し
た
。
改
め
て
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
る
環
境
も
し
っ
か
り
つ
く
り
直
し
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
成
功
を
受
け
て

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
で
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ラ
グ
ビ
ー
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ラ
グ
ビ
ー
人
口
が
今
ま
で

非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
る
環

境
が
全
国
に
あ
り
ま
せ
ん
。
補
正
予
算
案
で
も
ラ
グ

ビ
ー
場
の
整
備
と
い
う
一
つ
柱
を
立
て
ま
し
た
。
全

国
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
に
ラ
グ
ビ
ー
を
や
り
た
い
と

い
う
お
子
さ
ん
の
問
合
せ
が
殺
到
し
て
い
る
よ
う
で

す
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
ラ
グ

ビ
ー
の
人
た
ち
に
も
、
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
環
境
づ
く
り
を
、
ハ
ー
ド
の
面
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

文
化
に
つ
い
て

「
日
本
博
」を
は
じ
め
と
す
る「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
全
国
各
地
で
展
開
し
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
国
内

外
へ
一
層
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
期
間
中
日
本
を
訪

ね
た
人
が
、
も
う
一
度
日
本
に
出
か
け
て
み
た
い
と
、

こ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
を
発
信
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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特 集 New Year's Inter view

国
民
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

2
0
2
0
年
、
東
京
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
可
能
性
、
日

本
の
魅
力
を
世
界
の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
い

い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
学
び

育
つ
子
供
た
ち
は
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え

ま
し
た
。

平
成
の
時
代
に
は
い
ろ
い
ろ
我
慢
を
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
、
こ
の
令
和
の
時
代
に
は
環
境
整
備
を
し

て
し
っ
か
り
可
能
性
を
伸
ば
す
、
そ
ん
な
教
育
を
教

育
現
場
で
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

亀
岡 

偉
民

�

文
部
科
学
副
大
臣

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
復
興
五

輪
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
下
に
、
世
界
中
に
日
本
の
復

興
し
た
姿
を
見
て
も
ら
う
大
事
な
大
会
で
も
あ
り
ま

す
し
、
さ
ら
に
は
世
界
一
の
大
会
に
で
き
る
よ
う
に
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
こ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
遺
憾
な
く
実
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
大
会
に
で
き
る
よ
う
に
、
副
大

臣
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
現
場
の
改
革

も
う
一
つ
は
学
校
の
教
育
現
場
の
改
革
で
す
。

昨
年
は
残
念
な
こ
と
に
、
先
生
方
の
い
じ
め
ま
で

出
て
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
大
変
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
子
供
た
ち
に
全
く
い
じ
め
の
な

い
、
そ
し
て
で
き
れ
ば
子
供
た
ち
が
夢
と
希
望
に
満

ち
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
教
育
現
場
が
つ
く
れ
る
よ

う
に
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

国
民
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
に
し
っ
か
り
と
実
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い

て
、
日
本
中
の
子
供
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ

う
な（
大
会
の
）結
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
さ
ら
に
教
育
現
場
、
こ
れ
は
、
子
供
た
ち
が

夢
と
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
、
先
生
方
に
も
働
き
方

改
革
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
夢
が
追
え
る

よ
う
な
教
育
現
場
に
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
働
い

て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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上
野 

通
子

�

文
部
科
学
副
大
臣

科
学
技
術
に
つ
い
て

科
学
技
術
は
、
経
済
や
社
会
を
発
展
さ
せ
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
な
ど
、
S
D
G
s
の
達
成
に
大
い
に

貢
献
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
S
D
G
s
達
成
の
た
め
の
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン（ST

I for SD
Gs

）の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
我
が
国
の
研
究
力
向
上
の
た
め
、

特
に
自
由
で
挑
戦
的
・
融
合
的
な
研
究
を
支
援
す
る

た
め
の
新
事
業
で
あ
る「
創
発
的
研
究
支
援
事
業
」を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
に
つ
い
て

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
の
関
心
が
集
ま
る
絶
好
の

機
会
で
す
の
で
、「
日
本
博
」を
全
国
各
地
で
年
間
を

通
じ
て
展
開
し
、「
日
本
の
美
」を
国
内
外
へ
積
極
的

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
関
係
省
庁
と
連
携

し
、
文
化
観
光
拠
点
へ
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
々
に
各
地
域
に
存
在
す
る
日
本
文
化
の
す
ば
ら

し
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

2
0
2
0
年
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
、

人
々
の
幸
福
感
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
が
高
ま
る
よ
う
文

部
科
学
行
政
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
々
木 

さ
や
か

�

文
部
科
学
大
臣
政
務
官

障
害
者
活
躍
推
進

障
害
の
あ
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
皆
が
社
会

で
活
躍
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
に
お
け

る
活
躍
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
文
部
科
学
省
は

昨
年「
障
害
者
活
躍
推
進
プ
ラ
ン
」を
公
表
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
教
育
・
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
芸
術
の
各
分
野
で
重
点
的
に
施
策
を
進
め
て
い
く

と
い
う
プ
ラ
ン
で
す
。
今
年
も
こ
の
プ
ラ
ン
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
充
実
も
さ
せ
て
い
き
、
障
害
の
あ

る
方
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

芸
術
文
化
の
推
進

文
化
芸
術
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
観
光
や
地
方
創
生
と
の
連
携
も

重
要
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
文
化
庁
の
京
都
へ
の

移
転
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
こ
と
が
一
層
推
進
さ
れ

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
芸
術
立
国
の

現
実
に
向
け
て
引
き
続
き
文
化
行
政
を
総
合
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



10 文部科学広報　No.242　2020年 1月号

特 集 New Year's Inter view

国
民
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

2
0
2
0
年
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
山 

周
平

�

文
部
科
学
大
臣
政
務
官

部
活
動
に
つ
い
て

部
活
動
は
、
生
徒
の
多
様
な
学
び
の
場
と
し
て
教

育
的
意
義
が
大
き
い
一
方
で
、
勝
利
至
上
主
義
に
よ

る
過
度
な
指
導
や
教
師
の
負
担
増
加
な
ど
、
課
題
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら

文
部
科
学
省
と
し
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
い
た

し
ま
し
た
。
部
活
動
が
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
持
続

可
能
と
な
る
よ
う
に
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
富
岳
」

に
つ
い
て

昨
年
発
表
さ
れ
ま
し
た
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で「
富

岳
」の
試
作
機
が
省
エ
ネ
性
能
一
位
を
獲
得
い
た
し

ま
し
た
。
世
界
最
高
水
準
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
富
岳
」は
、
令
和
3
年
度
共
用
開
始
を
目
指
し
て
開

発
・
製
造
を
進
め
て
お
り
ま
す
。「
富
岳
」の
活
用
に

よ
り
、
防
災
、
健
康
医
療
、
A
I
、
デ
ー
タ
科
学
な

ど
様
々
な
領
域
で
画
期
的
な
成
果
を
創
出
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

復
興
の
加
速
化

復
興
を
支
え
る
教
育
、
人
材
育
成
、
大
学
、
研
究

機
関
に
よ
る
地
域
再
生
へ
の
貢
献
な
ど
、
被
災
者
の

皆
様
方
の
心
に
寄
り
添
っ
た
復
興
を
更
に
加
速
し
て

ま
い
り
ま
す
。

国
民
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

2
0
2
0
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
模
様
は
、
文
部
科
学
省
H
P

内「
今
日
の
出
来
事（
今
週
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
）」で
動
画

配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

萩
生
田
大
臣
に
聞
く
！

2
0
2
0
文
部
科
学
省
の
こ
こ
に
注
目
！！

副
大
臣
・
大
臣
政
務
官
に
聞
く
！

2
0
2
0
文
部
科
学
省
の
こ
こ
に
注
目
！！

Facebook 

文
部
科
学
省
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、

Y
ouT

ube 

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
文
部
科
学
省
の
施

策
に
関
す
る
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

【Facebook

】https://w
w

w
.facebook.com

/m
e

xtjapan

【Y
ouT

ube

】https://w
w

w
.youtube.com

/
user/m

extchannel

【Instagram

】https://w
w

w
.instagram

.com
/

m
extjapan/

http://www.mext.go.jp/b_menu/activity/topics_archive/2020/index.html
https://www.facebook.com/mextjapan
https://www.facebook.com/mextjapan
https://www.youtube.com/user/mextchannel
https://www.youtube.com/user/mextchannel
https://www.instagram.com/mextjapan/
https://www.instagram.com/mextjapan/
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文
化
庁
で
は
、
国
語
施
策
の
参
考
と
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
国
語
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
平
成
7
年
度

か
ら
毎
年「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
度
発
表
さ
れ
た
平
成
30
年
度
の
調

査
結
果
の
一
部
を
御
紹
介
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
の「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」で
は
、
国

語
や
言
葉
へ
の
関
心
、
用
語
な
ど
の
表
記
、
文
体
・
構
成

の
表
記
、
読
書
、
慣
用
句
等
の
意
味
・
言
い
方
な
ど
全
部

で
18
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
現
在
、
文
化
審

議
会
国
語
分
科
会
で
は「
官
公
庁
に
お
け
る
文
書
作
成
に

つ
い
て
」と
い
う
議
題
で
審
議
を
進
め
て
お
り
、
そ
こ
で

活
用
す
る
た
め
の
設
問
も
設
定
し
て
い
ま
す
。（http://

w
w

w
.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohap

pyo/1422163.htm
l

）

こ
こ
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
の
う
ち「
官
公
庁
に
お
け

る
文
書
作
成
に
つ
い
て
」に
資
す
る
表
記
に
関
す
る
設
問
、

読
書
に
関
す
る
設
問
、
慣
用
句
等
の
意
味
・
言
い
方
に
関

す
る
設
問
な
ど
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

言
葉
の
使
い
方
と
し
て
ど
ち
ら
が
良
い
と

思
い
ま
す
か

六
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
2
通
り
の
使
い
方

を
挙
げ
て
、
ど
ち
ら
が
良
い
と
思
う
か
を
尋
ね
ま
し
た（
図

1
）。

（
1
） 

努
力
す
べ
き
で
あ
る
／
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る

「「
努
力
す
べ
き
で
あ
る
」が
良
い
と
思
う
」が
57
・
4
％

で
、「「
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
」が
良
い
と
思
う
」（
34
・

7
％
）を
23
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
2
） 

予
期
し
な
い
事
態
／
予
期
せ
ぬ
事
態

「「
予
期
し
な
い
事
態
」が
良
い
と
思
う
」が
29
・
2
％
で
、

「「
予
期
せ
ぬ
事
態
」が
良
い
と
思
う
」（
64
・
7
％
）を
36
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
3
） 

外
は
寒
い
で
あ
ろ
う
／
外
は
寒
か
ろ
う

「「
外
は
寒
い
で
あ
ろ
う
」が
良
い
と
思
う
」が
66
・
3
％

で
、「「
外
は
寒
か
ろ
う
」が
良
い
と
思
う
」（
24
・
9
％
）を

41
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
4
） 

雨
天
な
ら
ば
中
止
と
す
る
／
雨
天
な
ら
中
止
と
す
る

「「
雨
天
な
ら
ば
中
止
と
す
る
」が
良
い
と
思
う
」が
40
・

0
％
で
、「「
雨
天
な
ら
中
止
と
す
る
」が
良
い
と
思
う
」

（
53
・
1
％
）を
13
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
5
） 

一
つ
、
二
つ
、
三
つ
／
1
つ
、
2
つ
、
3
つ

「「
一
つ
、
二
つ
、
三
つ
」が
良
い
と
思
う
」が
23
・
6
％

で
、「「
1
つ
、
2
つ
、
3
つ
」が
良
い
と
思
う
」（
66
・
3
％
）

を
43
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

（
6
） 

こ
の
規
則
に
準
ず
る
／
こ
の
規
則
に
準
じ
る

「「
こ
の
規
則
に
準
ず
る
」が
良
い
と
思
う
」が
73
・
8
％

で
、「「
こ
の
規
則
に
準
じ
る
」が
良
い
と
思
う
」（
17
・
2
％
）

を
57
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」の
結
果
に
つ
い
て

文
化
庁
国
語
課

【図１】言葉の使い方（文体、書き方）
■（ア）の使い方が

良いと思う
■（イ）の使い方が

良いと思う
■ どちらとも言えない ■ 分からない

（1）
 （ア）努力すべきである

 （イ）努力するべきである

（2）
 （ア）予期しない事態

 （イ）予期せぬ事態

（3）
 （ア）外は寒いであろう

 （イ）外は寒かろう

（4）
 （ア）雨天ならば中止とする

 （イ）雨天なら中止とする

（5）
 （ア）一つ、二つ、三つ

 （イ）1つ、2つ、3つ

（6）
 （ア）この規則に準ずる

 （イ）この規則に準じる

0 20 40 60 80 100（％）

57.4

29.2 64.7 5.8

66.3 24.9 8.2

40.0 53.1 6.7

23.6 66.3 9.9

73.8 17.2 8.1

34.7 7.6
0.3

0.3

0.5

0.3

0.2

0.9

http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1422163.html
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1422163.html
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1422163.html


13文部科学広報　No.242　2020年 1月号

し
て
い
ま
す
。
一
方
、「
電
子
書
籍
し
か
読
ま
な
い
」は
4

ポ
イ
ン
ト
、「
電
子
書
籍
の
方
が
多
い
」は
10
ポ
イ
ン
ト
、「
同

じ
く
ら
い
」は
4
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

読
書
を
す
る
こ
と
の
良
い
と
こ
ろ
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か

読
書
を
す
る
こ
と
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
だ
と
思
う
か
を
尋

ね
ま
し
た（
選
択
肢
の
中
か
ら
三
つ
ま
で
回
答
）（
図
4
）。

「
新
し
い
知
識
や
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
」が
61
・
0
％

で
最
も
高
く
、
以
下
、「
豊
か
な
言
葉
や
表
現
を
学
べ
る

こ
と
」（
37
・
1
％
）、「
感
性
が
豊
か
に
な
る
こ
と
」（
36
・

5
％
）、「
想
像
力
や
空
想
力
を
養
う
こ
と
」（
33
・
3
％
）、

本
・
雑
誌
・
漫
画
し
か
読
ま
な
い
」は
7
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
電
子
書
籍
を「
よ
く
利
用
す
る
」「
た
ま
に
利

用
す
る
」と
答
え
た
人（
全
体
の
25
・
2
％
）に
、
電
子
書

籍（
雑
誌
や
漫
画
も
含
む
。）と
紙
の
本
・
雑
誌
・
漫
画
と
を

比
べ
る
と
、
ど
ち
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
か
尋
ね
ま
し

た（
図
3
）。

「
紙
の
本
・
雑
誌
・
漫
画
の
方
が
多
い
」が
43
・
0
％
と
最

も
高
く
、「
電
子
書
籍
の
方
が
多
い
」が
27
・
8
％
、「
同

じ
く
ら
い
」が
21
・
9
％
、「
電
子
書
籍
し
か
読
ま
な
い
」が

6
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
結
果（
平
成
25
年
度
）と
比
較
す
る
と
、

「
紙
の
本
・
雑
誌
・
漫
画
の
方
が
多
い
」は
18
ポ
イ
ン
ト
減
少

ふ
だ
ん
、
電
子
書
籍
を
利
用
し
て
い
ま
す
か

ふ
だ
ん
、
電
子
書
籍（
雑
誌
や
漫
画
も
含
む
。）を
利
用

し
て
い
る
か
を
尋
ね
ま
し
た（
図
2
）。

「
よ
く
利
用
す
る
」が
8
・
0
％
、「
た
ま
に
利
用
す
る
」

が
17
・
2
％
で
、
両
方
を
合
わ
せ
た「
利
用
す
る（
計
）」は

25
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
紙
の
本
・
雑
誌
・
漫

画
し
か
読
ま
な
い
」が
38
・
7
％
、「
紙
の
本
・
雑
誌
・
漫
画

も
電
子
書
籍
も
読
ま
な
い
」が
35
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
結
果（
平
成
25
年
度
）と
比
較
す
る
と
、

「
よ
く
利
用
す
る
」「
た
ま
に
利
用
す
る
」共
に
増
加
し
、「
利

用
す
る（
計
）」は
8
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。「
紙
の

【図2】電子書籍を利用しているか
■ よく利用する ■ たまに利用する ■ 紙の本・雑誌・漫画しか読まない
■ 紙の本・雑誌・漫画も電子書籍も読まない ■ 分からない

今回調査

平成25年度

【図3】 電子書籍と紙の本等とどちらを利用することが多いか（「電子書籍を利用する（計）」
と答えた人に対して）

■ 電子書籍しか読まない ■ 電子書籍の方が多い ■ 同じくらい
■ 紙の本・雑誌・漫画の方が多い　 ■ 分からない

今回調査

平成25年度

【図4】読書をすることの良いところ（三つまで回答）
■ 今回調査 ■ 平成25年度 ■ 平成20年度 ■ 平成14年度

新しい知識や情報を得られること

豊かな言葉や表現を学べること

感性が豊かになること

想像力や空想力を養うこと

感動を味わえること

楽しく時間を過ごせること

内容を把握する力が付くこと

他の人と話題の共有ができること

趣味として誇れること

流行に遅れずにいられること

国語の成績が良くなること

特にない

分からない

0 20 40 60 80 100（％）

8.0

4.6 12.6 45.2 35.9

38.717.2

（計）25.2

（計）17.3

35.1
1.1

1.6

0 20 40 60 80 100（％）

6.7

3.1

21.927.8 43.0
0.6

18.318.0 60.6
0.0

0 20 40 60 8010 30 50 70（％）
61.0
61.6
60.5

55.3

37.1
38.6

30.2
28.4

36.5
40.0

36.7
39.0

33.3
31.2
30.3
28.8

25.6
26.4

31.3
35.1

23.5
25.5

22.9
24.5

15.5
14.3
12.8

10.7

12.9
11.2
13.2
11.6

6.3
6.7
7.7
8.4

5.5
4.5
4.9
5.1

4.5
4.1
2.9
3.2

2.9
2.2
3.0
2.7

0.8
0.6
0.8
1.7
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「
感
動
を
味
わ
え
る
こ
と
」（
25
・
6
％
）、「
楽
し
く
時
間

を
過
ご
せ
る
こ
と
」（
23
・
5
％
）、「
内
容
を
把
握
す
る
力

が
付
く
こ
と
」（
15
・
5
％
）、「
他
の
人
と
話
題
の
共
有
が

で
き
る
こ
と
」（
12
・
9
％
）、「
趣
味
と
し
て
誇
れ
る
こ
と
」

（
6
・
3
％
）、「
流
行
に
遅
れ
ず
に
い
ら
れ
る
こ
と
」（
5
・

5
％
）、「
国
語
の
成
績
が
良
く
な
る
こ
と
」（
4
・
5
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
結
果（
平
成
14
、
20
、
25
年
度
）と
比
較

す
る
と
、「
想
像
力
や
空
想
力
を
養
う
こ
と
」「
内
容
を
把

握
す
る
力
が
付
く
こ
と
」は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
感

性
が
豊
か
に
な
る
こ
と
」は
平
成
25
年
度
調
査
か
ら
今
回

調
査
に
掛
け
て
4
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

慣
用
句
等
の
意
味
・
言
い
方
に
つ
い
て

例
年
尋
ね
て
い
る
慣
用
句
等
の
言
葉
の
意
味
・
言
い
方
に

つ
い
て
の
問
い
の
結
果
は
表
1
と
表
2
の
と
お
り
で
す
。
表

中
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
本
来
の
意
味
・
言
い
方
と
さ
れ
て
い
る

選
択
肢
で
す
。
ま
た
、
白
抜
き
数
字
は
、
本
来
の
意
味
・

言
い
方
で
は
な
い
と
さ
れ
る
方
を
選
択
し
た
割
合
が
、
本

来
の
意
味
・
言
い
方
と
さ
れ
る
方
を
選
択
し
た
割
合
よ
り
高

い
も
の
で
す
。

意
味（
表
1
）に
つ
い
て
は
、「（
1
）憮ぶ

然ぜ
ん

」、「（
2
）御

の
字
」、「（
3
）砂
を
か
む
よ
う
」い
ず
れ
も
、
本
来
の
意

味
と
は
違
う
と
さ
れ
る
方
が
多
く
選
択
さ
れ
る
と
い
う
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
い
方（
表
2
）に
つ
い
て

は
、
本
来
の
言
い
方
と
さ
れ
る（
1
）「（
b
）天
地
神
明
に

誓
っ
て
」、（
3
）「（
a
）論
陣
を
張
る
」を
使
う
割
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
本
来
の
言
い
方
と
さ
れ
て
い
な
い（
1
）「（
a
）

天
地
天
命
に
誓
っ
て
」、（
3
）「（
b
）論
戦
を
張
る
」を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
文
化
庁
で
は
本
調
査
を
基
に
し
た
慣
用
句
等
に

つ
い
て
の
動
画「
こ
と
ば
食
堂
へ
よ
う
こ
そ
！
」を
公
開
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。（http://

w
w

w
.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kok

ugo_shisaku/kotoba_shokudo/index.htm
l

）

（
注
） 百
分
比
は
各
問
い
の
回
答
者
数
を
1
0
0
％
と
し
て

算
出
し
、
小
数
点
第
2
位
を
四
捨
五
入
し
た
た
め
、

百
分
比
の
合
計
が
1
0
0
％
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
百
分
比
の
差
を
示
す「
ポ
イ
ン

ト
」に
つ
い
て
は
、
小
数
点
第
1
位
を
四
捨
五
入
し

て
示
し
ま
し
た
。

【表1】 （数字は％）

（1）憮然（ぶぜん） 平成
 （例文：憮然として立ち去った。） 30年度 19年度 15年度

（ア）：失望してぼんやりとしている様子 28 . 1 17 . 1 16 . 1
（イ）：腹を立てている様子 56 . 7 70 . 8 69 . 4
（ウ）：（ア）と（イ）の両方 6 . 3 2 . 0 2 . 7
（エ）：（ア）、（イ）とは、全く別の意味 1 . 5 0 . 7 3 . 4

分からない 7 . 4 9 . 5 8 . 3
（2）御の字 平成
 （例文：70点取れれば御の字だ。） 30年度 20年度

（ア）：一応、納得できる 49 . 9 51 . 4
（イ）：大いに有り難い 36 . 6 38 . 5
（ウ）：（ア）と（イ）の両方 6 . 0 3 . 5
（エ）：（ア）、（イ）とは、全く別の意味 1 . 2 1 . 1

分からない 6 . 3 5 . 6
（3）砂をかむよう 平成
 （例文：砂をかむような思いがした。） 30年度

（ア）：悔しくてたまらない様子 56 . 9
（イ）：無味乾燥でつまらない様子 32 . 1
（ウ）：（ア）と（イ）の両方 3 . 6
（エ）：（ア）、（イ）とは、全く別の意味 1 . 1

分からない 6 . 2

【表2】 （数字は％）

（1） 「自分の言うことに、うそ偽りがないこと
を固く約束するさま」を

平成
30年度

（ア）：「（a）天地天命に誓って」を使う 53 . 7
（イ）：「（b）天地神明に誓って」を使う 32 . 1
（ウ）：（a）と（b）の両方とも使う 2 . 1
（エ）：（a）と（b）のどちらも使わない 9 . 7

分からない 2 . 4
（2） 「前言に反したことを、すぐに言ったり、

行ったりするさま」を
平成

30年度 18年度

（ア）：「（a）舌の根の乾かぬうちに」を使う 60 . 4 53 . 2
（イ）：「（b）舌の先の乾かぬうちに」を使う 24 . 4 28 . 1
（ウ）：（a）と（b）の両方とも使う 1 . 6 2 . 2
（エ）：（a）と（b）のどちらも使わない 10 . 8 12 . 0

分からない 2 . 9 4 . 5
（3） 「論理を組み立てて議論を展開すること」

を
平成

30年度 19年度

（ア）：「（a）論陣を張る」を使う 29 . 5 25 . 3
（イ）：「（b）論戦を張る」を使う 44 . 0 35 . 0
（ウ）：（a）と（b）の両方とも使う 2 . 4 1 . 7
（エ）：（a）と（b）のどちらも使わない 17 . 4 24 . 9

分からない 6 . 7 13 . 1

http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kokugo_shisaku/kotoba_shokudo/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kokugo_shisaku/kotoba_shokudo/index.html
http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kokugo_shisaku/kotoba_shokudo/index.html
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方
が
日
本
文
化
を
心
か
ら
味
わ
い
、
一
生
の
宝
と
感
じ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
交
流
使
3
名
の
活
動
報
告
で
は
、
海
外
で
の
活
躍

や
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
作
曲
家
の
笠

松
泰
洋
さ
ん
に
よ
る
オ
ー
ボ
エ
や
ズ
ル
ナ
な
ど
の
民
族
楽
器

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
、
文
化
に
関
わ
る
方
々
を
一
定
期
間「
文

化
交
流
使
」に
指
名
し
、
世
界
の
人
々
の
日
本
文
化
へ
の

理
解
の
深
化
に
つ
な
が
る
活
動
や
、
外
国
の
文
化
人
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
・
強
化
に
繋
が
る
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

第
17
回
文
化
庁
文
化
交
流
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
元
年
12
月
2
日（
月
）に
東
京
大
学 

伊
藤
国
際
学

術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第
17
回
文
化
庁
文
化
交
流
使

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
30
年
度
に
海
外
で
の
活
動
を
終
え
た
3

名
の
文
化
交
流
使
に
よ
る
、
海
外
で
行
っ
た
実
演
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
浪
曲
師
の
玉
川
奈
々
福
さ
ん
の
浪
曲

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
で
幕
を
開
け
、
宮

田
亮
平
文
化
庁
長
官
の
開
会
の
挨
拶
で
は
、
日
本
文
学
と

日
本
文
化
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

さ
ん
の
言
葉
を
引
用
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
伝
統
芸
能

の
魅
力
に
つ
い
て「『
い
い
も
の
は
つ
く
り
に
く
く
、
そ
し
て

鑑
賞
し
に
く
い
が
、
一
度
そ
の
味
を
味
わ
っ
た
ら
最
高
の

宝
、
一
生
楽
し
め
る
』と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
文

化
交
流
使
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
海
外
の
多
く
の

文
化
庁
文
化
交
流
使
～
日
本
の
心
を
世
界
に
伝
え
る
～

文
化
庁
文
化
経
済
・
国
際
課

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
3
名
の
文
化
交
流
使
に
宮
田

文
化
庁
長
官
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
が

加
わ
り
、
文
化
交
流
使
と
し
て
心
が
け
た
こ
と
や
後
に
続

く
文
化
交
流
使
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

浪曲を披露する玉川奈々福さん

ズルナを演奏する笠松泰洋さん（左）
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最
後
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し
て
米
川
敏
子
さ
ん
の

筝
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
元
年
度
の
文
化
交
流
使
と
し
て
、
6
名
の

文
化
人
・
芸
術
家
が
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

〈
第
17
回
文
化
庁
文
化
交
流
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
概
要
〉

1
．日
程

令
和
元
年
12
月
2
日（
月
）

2
．会
場

　

東
京
大
学
伊
藤
国
際
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
謝
恩

ホ
ー
ル

3
．出
演
者
※
敬
称
略
、
50
音
順

【
文
化
交
流
使
】

笠
松　

泰
洋（
作
曲
家
）

玉
川　

奈
々
福（
浪
曲
師
・
曲
師
）

米
川　

敏
子（
生
田
流
箏
曲
・
地
歌
演
奏
家
）

【
モ
デ
レ
ー
タ
ー
】

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ（
タ
レ
ン
ト
、
女
優
）

4
．公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

令
和
元
年
度
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
使
の
指
名

「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
使
」は
、
2
0
1
4
年
の
第
6
回

日
中
韓
文
化
大
臣
会
合
で
の
合
意
に
基
づ
き
、
日
中
韓
3

か
国
の
文
化
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
日
中
韓
各
国
が
自

国
の
芸
術
家
・
文
化
人
等
を
1
〜
2
週
間
程
度
派
遣
し
、

実
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
自
国
の
文
化
を
広
く

紹
介
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
制
度
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
外
務
省
及
び
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流

基
金
の
協
力
の
下
、
こ
れ
ま
で
に
多
様
な
分
野
の
中
堅
・
若

手
の
芸
術
家
・
文
化
人
等
18
名
1
グ
ル
ー
プ
を「
東
ア
ジ
ア

文
化
交
流
使
」と
し
て
中
国
、
韓
国
へ
派
遣
し
、
各
人
の

専
門
分
野
に
関
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
令
和
元
年
度「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
使
」と
し

て
、
額
田
大
志
氏（
作
曲
家
・
演
出
家
）と
山
縣
良
和
氏

（
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
）の
2
名
に
決
定
し
、
11

エンディングアクトで筝を演奏する米川敏子さん（左）

トークセッションでの文化交流使
（左から玉川奈々福さん、笠松泰洋さん、米川敏子さん）

トークセッションの進行を務める
サヘル・ローズさん（左）と宮田文化庁長官（右）

フォーラム出演者による記念撮影

http://culturalenvoy.jp/
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月
18
日（
月
）に
指
名
書
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

額
田
氏
に
は
令
和
2
年
3
月
に
韓
国
に
て
、
山
縣
氏
に

は
令
和
2
年
2
月
に
中
国
に
て
活
動
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

〈
令
和
元
年
度
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
使
〉

【
韓
国
派
遣
】

額ぬ
か

田た

大ま
さ

志し

氏（
作
曲
家
・
演
出
家
）

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

大
学
在
学
中
の
平
成
24
年
に
、
8
人
組
バ
ン
ド
・
東
京

塩
麹
を
結
成
。
音
の
反
復
と
解
体
、
再
構
築
を
主
軸
と

し
、
バ
ン
ド
で
あ
り
な
が
ら
完
全
に
譜
面
に
落
と
し
込
ま

れ
た
独
自
の
音
楽
性
で
注
目
を
集
め
る
。
ま
た
平
成
28
年

に
演
劇
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ヌ
ト
ミ
ッ
ク
を
結
成
。「
上
演
と
は
何

か
」と
い
う
問
い
を
ベ
ー
ス
に
、
音
楽
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
用
い
た
脚
本
と
演
出
で
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
の
枠

組
み
を
拡
張
し
て
い
く
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
演
劇
分

野
で
は『
そ
れ
か
ら
の
街
』で
第
16
回
A
A
F
戯
曲
賞
大

賞
、
古
典
戯
曲
の
演
出
で
こ
ま
ば
ア
ゴ
ラ
演
出
家
コ
ン
ク
ー

ル
2
0
1
8
最
優
秀
演
出
家
賞
を
受
賞
。

【
中
国
派
遣
】

山や
ま

縣が
た

良よ
し

和か
ず

氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
）

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

平
成
19
年
4
月
、
自
身
の
ブ
ラ
ン
ド「w

rittenafterw
a

rds

（
リ
ト
ゥ
ン
ア
フ
タ
ー
ワ
ー
ズ
）」を
設
立
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
の
活
動
の
傍
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
表
現
の
実
験
と
学

び
の
場
と
し
て「
こ
こ
の
が
っ
こ
う
」を
主
宰
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
毎
日
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
賞
特
別
賞
受
賞
、T

O
K

Y
O

 FA
SH

IO
N

 AW
A

RD

受
賞
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ンIT

S#T
H

REE

（
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
エ

ス
テ
）で
3
部
門
を
受
賞
す
る
な
ど
、
多
数
の
受
賞
歴
が
あ

る
。

宮田文化庁長官と東アジア文化交流使
（左：額田大志さん　右：山縣良和さん）

指名書の交付（額田大志さん）

指名書の交付（山縣良和さん）
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文部科学省大臣官房人事課

令和元年秋の叙勲勲章伝達式

令和元年秋の叙勲

　令和元年秋の叙勲が11月3日付で発令され、4,111
名に授与されました。
　文部科学省関係の受章者は、737名で、重光章勲
章伝達式は11月7日、皇居において、中綬章等勲章
伝達式は12月13日、東京都千代田区の国立劇場大
劇場において、それぞれ行われました。
　文部科学省関係の重光章受章者は次の方々です。

◆瑞宝重光章・12名
◇青江　 （あおえ　しげる）
　元　文部科学審議官
◇揖斐　髙（いび　たかし）
　成蹊大学名誉教授、日本学士院会員
◇岡㟢　俊雄（おかざき　としお）
　元　科学技術事務次官

◇熊谷　英彦（くまがい　ひでひこ）
　石川県立大学名誉教授、元　石川県立大学長
◇齋 　修（さいとう　おさむ）
　一橋大学名誉教授、文化功労者、日本学士院会員
◇佐和　隆光（さわ　たかみつ）
　京都大学名誉教授、元　滋賀大学長
◇塩川　徹也（しおかわ　てつや）
　東京大学名誉教授、文化功労者、日本学士院会員
◇中村　信一（なかむら　しんいち）
　金沢大学名誉教授、元　金沢大学長
◇西村　和雄（にしむら　かずお）
　京都大学名誉教授、日本学士院会員
◇松井　信行（まつい　のぶゆき）
　名古屋工業大学名誉教授、元　名古屋工業大学長
◇栁田　敏雄（やなぎだ　としお）
　大阪大学名誉教授、文化功労者
◇吉田　浩己（よしだ　ひろき）
　鹿児島大学名誉教授、元　鹿児島大学長
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令
和
元
年
秋
の
褒
章
伝
達
式

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
人
事
課

令
和
元
年
秋
の
褒
章

令
和
元
年
秋
の
褒
章
が
11
月
3
日
付
で
発
令
さ
れ
、

7
7
9
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
、
文
部
科

学
省
関
係
の
受
章
者
は
36
名
1
団
体
で
、
12
月
17
日
、
帝

国
ホ
テ
ル
東
京
本
館 

桜
の
間
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◆
紫
綬
褒
章
・
17
名

◇
堂
目　

卓
生 （
ど
う
め　

た
く
お
）

　

大
阪
大
学
教
授　

経
済
学

◇
大
栗　

博
司 （
お
お
ぐ
り　

ひ
ろ
し
）

　

 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
フ
レ
ッ
ド
・
カ
ブ
リ
冠
教
授　

素
粒
子
物
理
学

◇
橋
本　

和
仁 （
は
し
も
と　

か
ず
ひ
と
）

　

 

国
立
研
究
開
発
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構
理
事
長　

機
能
物
性
化
学

◇
山
海　

嘉
之 （
さ
ん
か
い　

よ
し
ゆ
き
）

　

筑
波
大
学
教
授　

人
間
医
工
学

◇
吉
森　

保 （
よ
し
も
り　

た
も
つ
）

　

大
阪
大
学
教
授　

細
胞
生
物
学

◇
横
山　

之 （
よ
こ
や
ま　

し
げ
ゆ
き
）

　

東
京
大
学
名
誉
教
授　

構
造
生
物
学

◇
一
條　

秀
憲 （
い
ち
じ
ょ
う　

ひ
で
の
り
）

　

東
京
大
学
教
授　

生
化
学
・
分
子
生
物
学

◇
伊
藤　

貞
嘉 （
い
と
う　

さ
だ
よ
し
）

　

東
北
大
学
名
誉
教
授　

内
科
学

◇
秋
本　

治 （
あ
き
も
と　

お
さ
む
）

　

漫
画
家　

◇
笠
原　

ゆ
う
子 （
か
さ
は
ら　

ゆ
う
こ
）

 （
筆
名　

正
木　

ゆ
う
子
）　

俳
人

◇
眞
野　

る
み （
ま
の　

る
み
）

 （
芸
名　

松
井　

る
み
）　

舞
台
美
術
家

◇
余　

貴
美
子 （
よ　

き
み
こ
）

　

俳
優

◇
岡
田　

惠
和 （
お
か
だ　

よ
し
か
ず
）

　

脚
本
家

◇
岩
田　

茂 （
い
わ
た　

し
げ
る
）

 （
芸
名　

入
船
亭　

扇
遊
）　

落
語
家

◇
武
田　

市
和 （
た
け
だ　

い
ち
か
ず
）

 （
芸
名　

杉　

市
和
）　

能
楽
師 （
能
囃
子
方
笛
・
森
田
流
）

◇
前
田　

宏
智 （
ま
え
だ　

ひ
ろ
と
み
）

金
工
作
家

◇
渡
辺　

明 （
わ
た
な
べ　

あ
き
ら
）

 （
芸
名　

渡
辺　

晃
男
）　

木
工
芸
作
家
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◆
藍
綬
褒
章
・
4
名

◇
野
田　

賢
治 （
の
だ　

け
ん
じ
）

 （
学
）浪
商
学
園
理
事
長

◇
田
所　

正
清 （
た
ど
こ
ろ　

ま
さ
き
よ
）

 （
学
）専
修
学
園
理
事
長

◇
丸
山　

充
信 （
ま
る
や
ま　

み
つ
の
ぶ
）

 （
学
）恵
峰
学
園
理
事
長

◇
岸　

信
介 （
き
し　

し
ん
す
け
）

 （
一
社
）全
日
本
合
唱
連
盟
理
事
長

◆
黄
綬
褒
章
・
14
名

◇
相
馬　

聰
雄 （
そ
う
ま　

と
し
お
）

 （
有
）相
馬
商
店
代
表
取
締
役　

教
科
書
供
給
業

◇
福
田　

慶
文 （
ふ
く
だ　

よ
し
ふ
み
）

福
田
書
店
代
表
者　

教
科
書
供
給
業

◇
吉
岡　

隆
一
郎 （
よ
し
お
か　

り
ゅ
う
い
ち
ろ
う
）

 （
株
）文
苑
堂
書
店
会
長　

教
科
書
供
給
業

◇
岩
瀨　

道
愽 （
い
わ
せ　

み
ち
ひ
ろ
）

　

歌
舞
伎
大
道
具
製
作
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◇
新
垣　

孝 （
あ
ら
か
き　

た
か
し
）

花
笠
製
作
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◇
宮
平　

登
美
子 （
み
や
ひ
ら　

と
み
こ
）

　

久
米
島
紬
製
作
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◇
宮
原　

敏
明 （
み
や
は
ら　

と
し
あ
き
）

　

伊
勢
型
紙
製
作
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◇
工
藤　

竹
夫 （
く
ど
う　

た
け
お
）

漆
掻
き
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◇
中
越　

一
成 （
な
か
ご
し　

い
っ
せ
い
）

　

装
潢
師　

文
化
財
保
護
業
務

◇
葊
部　

亮
二 （
ひ
ろ
べ　

り
ょ
う
じ
）

　

装
潢
師　

文
化
財
保
護
業
務

◇
矢
野　

俊
昭 （
や
の　

と
し
あ
き
）

　

染
織
修
理
技
術
者　

文
化
財
保
護
業
務

◇
丸
山　

正
明 （
ま
る
や
ま　

ま
さ
あ
き
）

　

仏
師　

文
化
財
保
護
業
務

◇
坂
田　

雅
之 （
さ
か
た　

ま
さ
ゆ
き
）

　

装
潢
師　

文
化
財
保
護
業
務

◇
山
本　

記
子 （
や
ま
も
と　

の
り
こ
）

　

装
潢
師　

文
化
財
保
護
業
務

◆
緑
綬
褒
章 

（
褒
状
）・
1
団
体

◇
福
井
お
は
な
し
の
会 （
ふ
く
い
お
は
な
し
の
か
い
）

　

社
会
教
育
奉
仕
団
体

◆
緑
綬
褒
章
・
1
名

◇
大
湯　

ふ
じ
子 （
お
お
ゆ　

ふ
じ
こ
）

　

現　

社
会
教
育
奉
仕
者
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「文部科学省　情報ひろば」新庁舎2階エントランス及び企画展示室（旧庁舎3F）では、文部科学行政に関する様々な展示
と情報発信を行っています。令和2年1月から、新たに以下の大学・研究機関等による企画展示を開始しました。

文部科学省への来省の際は是非お立ち寄りください！

「文部科学省 情報ひろば」新庁舎2階エントランス及び企画展示室において
新たな企画展示を開始しました！

［開催期間］令和 2 年1月7日～令和2年 2 月10日

国立民族学博物館
情報ひろば「新庁舎 2 階エントランス」

・「武器をアートに -モザンビークにおける平和構築」
アフリカのモザンビークでは、昭和50（1975）年の独立後平成4

（1992）年まで続いた内戦の結果、戦争終結後も大量の武器が民間に
残されました。この武器を農具と交換することで回収し、武装解除を進
めるとともに、回収された銃器を用いてアートの作品を生み出し、平和
を人びとの心に根づかせようという、TAE（Transformação de Armas 
em Enxadas/Transforming Arms into Plowshares）「銃を鍬に」
というプロジェクトが進められ、内戦後の平和構築のモデルとして注目
を集めています。平成24（2012）年、このプロジェクトの一環として、
フィエル・ドス・サントス、クリストヴァオ・カニャヴァート（ケスター）の
二人のアーティストの手で、日本に住む人びとへのメッセージを込めて4
点の作品が制作され国立民族学博物館におさめられました。

この展示では、国立民族学博物館で収集した作品を展示し、アートを
通じて平和を築く営みを紹介します。

【実物展示】 ・ 《肘掛椅子》　クリストヴァオ・カニャヴァート（ケスター）　マ
プト市（モザンビーク）

 ・ 《フルートを吹く男》フィエル・ドス・サントス　マプト市（モ
ザンビーク）

 ・ 《ギターを弾く男》　クリストヴァオ・カニャヴァート（ケス
ター）　マプト市（モザンビーク）

 いずれも平成24（2012）年
【映　　像】 ・ 「武器をアートに−モザンビークにおける平和構築」（上映時

間15分50秒）

［開催期間］令和 2 年1月7日～令和2年 2 月7日

熊本大学
情報ひろば「新庁舎 2 階エントランス」

・「SILK on VALLEY YAMAGAプロジェクト」
熊本大学では、知的・人的資源を活用して自治体や企業等との包括連

携協定を締結し、地域における産業の振興、地域課題の解決に貢献して
います。

今回の展示では、企業、自治体と連携した取組の一つである「SILK on 
VALLEY YAMAGAプロジェクト」を取り上げ、地域振興の状況や本学で
行う共同研究について、パネルや資料を展示し、地方における国立大学
の活動を紹介します。

【実物展示】 ・山鹿産繭、生糸サンプル、山鹿産シルク製品　等
【映　　像】 ・SILK on VALLEYでの取組紹介
 ・パネル
 ・ 熊本における養蚕の歴史、産学連携プロジェクトSILK on 

VALLEYでの取組紹介　等
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［開催期間］令和 2 年1月7日～令和2年 4 月17日（予定）

名古屋芸術大学
情報ひろば「企画展示室（旧庁舎３階）」

・「名古屋芸術大学×コンフォートホテル　アートパネルプロジェ
クト」

名古屋芸術大学では、令和元年11月に新規オープンとなったコン
フォートホテル名古屋新幹線との産学連携プロジェクトにより、156室あ
る客室の全ての部屋にアートパネルを提供する「アートパネルプロジェ
クト」を行いました。

アートパネルプロジェクトは「One Floor One Artist｣ というテーマ
で、フロアごとに異なる作家がそれぞれの技法でパネルを制作。名古屋
芸術大学アート&デザインセンターが中心となり、本学の学生、卒業生
17名の若手作家が制作を担当しました。ホテルの客室全てが作家それ
ぞれの個性で彩られ、癒やしとともにお客さまの感性に働きかけ、サー
ビスの一翼を担うこととなりました。あわせて全てのアートパネルを収
録した冊子、持ち帰ることのできるしおりも用意され、よりお客さまに
作品と作家に関心を持っていただけるよう心配りしました。

今回の展示では、コンフォートホテルの客室を簡易的に再現し、実際
のアートパネルのある客室空間で「アートパネルプロジェクト」につい
て、パネル・映像等で紹介します。

【実物展示】 ・コンフォートホテルの客室を再現し、アートパネルを展示
 ・アートパネルプロジェクト紹介冊子
 ・ コンフォートホテル名古屋新幹線口フロントで配布するしおり

【映　　像】 ・「アートパネルプロジェクト」の取組紹介動画
【パ ネ ル】 ・アートパネルの作品紹介

［開催期間］令和 2 年1月7日～令和2年 4 月17日（予定）

弘前大学
情報ひろば「企画展示室（旧庁舎３階）」

・「Specialプロジェクト2020　特別支援学校等を活用した
地域における障害者スポーツの拠点づくり」

弘前大学はスポーツ庁委託事業「Special プロジェクト2020（特
別支援学校等を活用した地域における障害者スポーツの拠点づくり事
業）」により、特別支援学校等を活用した地域における障害者スポー
ツの拠点づくり事業に取り組んでいます。

本事業では、弘前大学と附属特別支援学校が地域との連携を通して、
成人した障害者も対象として、障害児・者が継続的にスポーツに取り
組める環境作りを行い、「弘前大学モデル」と称した、障害者スポー
ツ振興の地域連携モデルを構築しました。さらにこれまでの取組を繋
げ、「ほんもの」のスポーツに触れる機会を通して、障害者スポーツ
における競技力の向上を目指しています。

本展示では、これまでの取組内容、成果の一部をパネル、映像など
で紹介します。

【映　像】 ・スポーツ活動紹介VTR
【パネル】 ・スポーツ活動の歩み
 ・活動写真　　ほか



情報ひろばホームページへGO！⇒ http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地：〒 100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関 3 ─ 2 ─ 2
交通案内：銀座線「虎ノ門駅」11 番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13 番出口 徒歩 5 分
開館時間：月曜～金曜 10 時～ 18 時

※入館は閉館の 30 分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料：無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第 2 係
TEL：03 ─ 6734 ─ 2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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［開催期間］令和 2 年1月7日～令和2年 4 月17日（予定）

岐阜大学
情報ひろば「企画展示室（旧庁舎３階）」

・「生命の鎖統合研究センター 〜獣医学領域からのアプローチ
〜」

岐阜大学生命の鎖統合研究センターは、医学、薬学に加え獣医学も同
一キャンパスにある岐阜大学の強みをいかし、応用生物科学部や工学部
などの生命科学系の研究者も含め、トップレベルの研究者を学長のリー
ダーシップの下、トップダウンで融合した生命科学の研究拠点です。こ
れらの研究領域の連携は、動物の自然発症モデルを利用した研究を可
能にし、基礎研究を創薬へと発展させる過程で欠かせない臨床研究にお
いて重要な知見を得ることが可能です。獣医学領域では、人において希
少な疾患と同様な病態が、動物の自然発症モデルとして利用することが
でき、倫理的な問題もクリアできます。また、近年動物モデルとして注
目されている世界最小の実験用豚であるマイクロミニピッグをはじめ、
大型実験動物の研究は、CTをはじめとする高解像度超音波診断装置も
整備され、大型診断治療機器が整っている獣医学科でのみ行えると言っ
てもいいでしょう。

本展示では、獣医学領域での取組の一端を御紹介します。
【実物展示】 ・マイクロミニピッグの模型（大きさを実感）
 ・動物の剥製及び骨格標本の展示

【映　　像】 ・顕微鏡での動物細胞の観察（実際に見てみよう）
 ・マイクロミニピッグを用いた実験の現場
 ・犬の疾患に対する臨床治験の実際

【パ ネ ル】 ・生命の鎖統合研究センターの概要
 ・マイクロミニピッグの紹介
 ・動物病院の現場
 ・獣医学領域での研究成果
 ・糖鎖研究の実績、iGCOREの紹介

［開催期間］令和 2 年1月7日～令和2年 4 月17日（予定）

北陸先端科学技術大学院大学
情報ひろば「企画展示室（旧庁舎３階）」

・「〜 AOBAKO：IoTシステム開発のための新しいソフトウェア
検証システム〜」

Bluetooth Low Energy（BLE）ビーコンは、情報（アドバタイズパケッ
ト）を一定間隔で送信する送信機です。例えば、店舗の来店検知システ
ムや博物館などで展示物に近づくとスマートフォンから解説が流れると
いったナビゲーションアプリやスマートフォンアプリケーションの屋内測
位に用いられています。しかし、多数のビーコン発信機を実際に建物内
や屋外などに配置して動作の検証を行うことには多大なコストを伴いま
す。そこで、北陸先端科学技術大学院大学高信頼IoT社会基盤研究拠点
では、テーブル上でBLEビーコンを利用するアプリケーションの検証を
行い、検証コストを削減するための検証システム「AOBAKO」を開発し
ました。箱型の検証環境AOBAKO BOXでは、指定した条件に合わせて
BLEビーコンの電波を発信します。指定したビーコンの状況の再現のた
めにBLEエミュレータBluMoonを用いています。BluMoonは同拠点と国
立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）北陸StarBED技術センター
が独自開発したBLEエミュレータで、フレームレベルのBLE通信を再現
し、ビーコン発信機の位置に応じた電波強度と電波干渉も計算します。
BluMoonは、NICTの大規模ネットワークテストベッド「StarBED」で稼働
します。AOBAKOは、検証対象端末をAOBAKO BOXに置くだけで任意
の状況での検証を可能とし、IoTシステムの開発を支援します。

【実物展示】 ・AOBAKO BOXの実機展示
【映　　像】 ・AOBAKOの研究概要紹介
【パ ネ ル】 ・ AOBAKOの研究概要紹介・国立研究開発法人情報通信研究機

構大規模ネットワークテストベッドStarBED紹介

http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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